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衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
指
定
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
一
連
の
報
道
」
が
行
わ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

な
お
、
環
境
省
に
お
い
て
は
、
環
境
省
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日
環
境
省
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
委
員
会
決
定
）
に
基
づ
き
適
切
に
情
報
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
報
や
情
報
管
理
体
制
に
問
題
は
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
経
緯
」
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

茨
城
県
内
の
指
定
廃
棄
物
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

百
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
に
規
定
す
る
指
定
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
本
年
二

月
四
日
に
環
境
省
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
第
二
回
茨
城
県
指
定
廃
棄
物
一
時
保
管
市
町
長
会
議
に
お
い
て
、
同
県
及
び

同
県
内
の
指
定
廃
棄
物
を
保
管
し
て
い
る
市
町
の
意
向
、
同
県
内
の
指
定
廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度
及
び
性
状
等
を
踏
ま
え
、

現
在
、
指
定
廃
棄
物
を
保
管
し
て
い
る
場
所
等
に
お
い
て
そ
の
保
管
を
継
続
し
、
事
故
由
来
放
射
性
物
質
（
法
第
一
条
に
規

一



定
す
る
事
故
由
来
放
射
性
物
質
を
い
う
。
）
に
よ
る
汚
染
状
態
が
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
放
射

能
濃
度
ま
で
減
衰
し
た
後
に
、
通
常
の
廃
棄
物
と
同
様
の
処
理
方
法
で
処
理
す
る
方
針
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
県
内
に
も
、
放
射
能
濃
度
が
比
較
的
高
く
、
当
該
基
準
に
適
合
す
る
放
射
能
濃
度
ま
で
の
減
衰
に
長

期
間
を
要
す
る
指
定
廃
棄
物
が
僅
か
な
が
ら
存
在
し
て
お
り
、
当
該
指
定
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
災
害
等
に
備
え
、
長
期
に

わ
た
る
確
実
な
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
、
同
県
内
で
一
か
所
に
集
約
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
従
来
の
方
針
を
変

更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

茨
城
県
と
他
の
四
県
（
宮
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
及
び
千
葉
県
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
内
に

お
け
る
指
定
廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度
及
び
性
状
、
指
定
廃
棄
物
の
処
理
方
針
に
係
る
意
向
等
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、

二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
茨
城
県
内
の
指
定
廃
棄
物
の
処
理
方
針
の
決
定
は
、
そ
れ
が
直
ち
に
他
の
四
県
に
お
け
る
指
定
廃
棄

物
の
処
理
方
針
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
指
定
解
除
ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
会
議
に
お
い
て
、
検
討
中
の
案
を
示
し
た
と
こ

二



ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
決
定
す
る
時
期
及
び
そ
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
き

つ
つ
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

環
境
省
に
お
い
て
、
指
定
廃
棄
物
の
保
管
場
所
及
び
数
量
は
把
握
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
放
射
能
濃
度

の
減
衰
を
考
慮
し
た
上
で
、
現
時
点
で
な
お
放
射
能
濃
度
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
八
千
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。
御
指
摘
の
「
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
指
定
廃
棄
物
を
保
管
し
て
い
る
地

方
公
共
団
体
等
の
関
係
者
の
要
望
等
を
踏
ま
え
て
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

指
定
廃
棄
物
の
処
理
は
早
期
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
詳
細
調
査
（
指
定
廃
棄
物
を
長
期
に
わ
た
っ
て
管
理
す
る
施
設
の

建
設
に
向
け
た
手
順
の
一
環
と
し
て
行
う
地
盤
、
地
質
等
の
調
査
を
い
う
。
）
を
行
う
候
補
地
（
以
下
「
詳
細
調
査
候
補
地
」

と
い
う
。
）
を
確
定
し
な
け
れ
ば
、
指
定
廃
棄
物
の
処
理
に
着
手
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
調
査
候
補
地
の
選
定
結

果
の
提
示
後
に
改
め
て
選
定
を
行
う
こ
と
と
は
し
て
い
な
い
。

千
葉
県
に
お
け
る
詳
細
調
査
候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
七
日
に
環
境
省
の
主
催
に
よ
り
開
催

三



さ
れ
た
第
四
回
千
葉
県
指
定
廃
棄
物
処
理
促
進
市
町
村
長
会
議
に
お
い
て
、
千
葉
県
知
事
及
び
同
県
内
の
市
町
村
の
長
と
の

議
論
を
踏
ま
え
、
そ
の
選
定
手
法
が
確
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
に
、

そ
の
時
点
の
最
新
の
指
定
廃
棄
物
の
保
管
量
を
用
い
た
評
価
等
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
た

め
、
今
後
改
め
て
選
定
を
行
う
予
定
は
な
い
。

七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
に
環
境
大
臣
が
自
ら
現
地
に
赴
く
こ
と
も
含
め
、
指
定
廃
棄
物
を
保
管
す
る
地
方
公
共

団
体
等
の
関
係
者
の
様
々
な
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
つ
つ
、
今
後
の
進
め
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四


